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市民のうこさ
昭和63年11月初日現在

人 口 39，935人 (ム 2) 

男 19，079人 (ム 4) 

女 20，856人(十2) 

世帯数 12， 909世帯 (十 8) 

面 積 240.93平方キロメートル
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昭和64年 1月1日おおず

あ
わ
た
だ
し
い
社
会
の
流
動
と
変
化

の
中
で
、
新
し
い
年
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
国
際
的
に
は
、
農
産
物

自
由
化
の
波
が
、
新
し
い
局
面
を
迎
え

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
国
や
地
方
の

存
亡
を
か
け
る
大
問
題
で
す
。
国
内
的

に
は
、
税
制
改
革
が
い
よ
い
よ
本
格
化

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
一
年
こ

れ
に
明
け
く
れ
た
感
が
い
た
し
ま
す
。

よ
う
や
く
こ
れ
に
終
止
符
を
う
っ
て
、

竹
下
内
閣
本
来
の
理
念
で
あ
る
、
「
ふ

る
さ
と
創
生
し
へ
の
歩
み
が
始
ま
ろ
う

と
し
て
わ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
背
景
の
中
で
、
大
洲
市
は
、

基
幹
交
通
体
系
の
整
備
、
都
市
基
盤
の

整
備
、
農
業
基
盤
整
備
、
肱
川
改
修
並
び

に
河
川
環
境
整
備
な
ど
そ
の
完
成
に
向

っ
て
若
々
と
仕
事
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
総
合
体
育
館
も
完
成
を
見
ま
し

た
し
、
福
祉
基
金
の
造
成
も
成
し
遂
げ

ま
し
た
。
市
民
各
位
の
御
協
力
に
感
謝

す
る
と
同
時
に
、
そ
の
着
実
な
歩
み
を

共
に
よ
ろ
こ
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

広報

大洲市長

近田宣秋

新
春
の

ご
あ
い
さ
つ

い
よ
い
よ
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。

次
々
に
新
し
い
課
題
に
取
り
組
ま
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
農
業
体
制

づ
く
り
の
問
題
、
魅
力
の
あ
る
都
市
ゃ
つ

く
り
の
問
題
、
文
化
性
の
高
い
地
域
守
つ

く
り
の
問
題
な
ど
、
二
十
一
世
紀
に
向
っ

て
課
せ
ら
れ
た
問
題
の
解
決
に
当
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
社
会
は
常
に
流

動
と
変
化
の
も
と
に
発
展
し
て
ま
い
り

ま
す
。
今
年
も
力
を
合
せ
て
課
題
解
決

に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
、
己
(
ツ
チ
ノ
ト
)
巳
(
ミ
)

の
年
で
す
。
己
は
「
オ
ノ
レ
」
と
い
う

字
の
示
す
ご
と
く
、
利
己
的
な
体
制
で

世
の
中
が
動
か
な
い
様
に
と
い
う
意
味

の
年
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
己
は
、
己

の
形
が
示
す
よ
う
に
、
横
糸
三
本
縦
糸

二
本
で
出
来
て
い
る
よ
う
に
、
縦
横
の

筋
を
通
し
た
体
制
創
り
を
示
し
て
い
る

年
ま
わ
り
で
す
。
ま
た
、
巳
「
ミ
L

は
へ

び
が
冬
眠
か
ら
目
ざ
め
る
こ
と
で
、
今

ま
で
の
因
習
的
生
活
に
終
り
を
つ
げ
て
、

新
し
く
出
発
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

ま
す
。
即
ち
、
利
己
的
な
体
制
を
お
さ

え
て
、
過
去
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

新
し
い
世
の
中
を
目
指
し
て
努
力
す
る

年
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
今

年
も
そ
の
線
に
そ
っ
て
努
力
し
た
い
も

の
で
す
。

今
年
は
、
市
長
改
選
の
年
で
も
あ
り

ま
す
。
私
も
三
期
十
二
年
市
政
を
担
当

さ
せ
て
項
き
、
市
民
の
強
力
な
支
援
の

も
と
に
そ
の
務
を
終
ろ
う
と
し
て
お
り

ま
す
。
私
の
引
退
の
気
持
を
理
解
し
て

い
た
だ
き
、
こ
こ
に
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
次
に
立

派
な
市
長
の
誕
生
す
る
こ
と
を
祈
念
す

る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
、
野
に
あ
っ

て
市
政
発
展
に
御
協
力
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
紙
面
を
か
り
で
御
挨
拶
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
年
賀
状
を
差

し
控
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

今
年
も
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈

り
つ
〉
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す。

大洲市議会議長

亀 岡利彦

年
頭
に
当
た
り
、
全
市
民
が
幸
せ
多

い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
皆
様
方
の

御
清
福
と
御
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
方
に
は
、
常
日
ご
ろ
市

政
発
展
の
た
め
、
一
方
な
ら
ぬ
御
支
援
、

御
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対

し
、
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。振

り
返
り
ま
す
と
、
咋
年
は
、
四
国

新
時
代
の
幕
あ
け
と
も
言
わ
れ
て
、
大

き
な
期
待
を
抱
い
た
瀬
戸
大
橋
の
開
通

も
、
本
市
に
と
っ
て
は
、
喜
べ
る
よ
う

な
効
果
を
も
た
ら
す
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
柚
木
亀
山
地
区
を

初
め
、
大
洲
駅
前
等
に
お
け
る
道
路
交

通
網
な
ど
の
整
備
あ
る
い
は
家
族
旅
行
村

な
ど
の
建
設
事
業
が
進
む
ほ
か
、
特
に

市
民
待
望
の
総
合
体
育
館
の
完
成
を
見
、

老
齢
化
の
進
行
す
る
中
に
あ
っ
て
、
特

に
必
要
な
市
民
の
健
康
守
つ
く
り
を
初
め

市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
あ
る
い
は
ま
た

市
民
文
化
の
向
上
に
も
大
き
く
寄
与
で

き
る
な
ど
、
都
市
機
能
の
整
備
充
実
が

図
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
市
民
の
皆
様

と
と
も
に
、
ま
こ
と
に
御
同
慶
に
た
え

ま
せ
ん
。

本
年
も
、
厳
し
い
環
境
下
に
お
か
れ

る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
諸
情
勢
の
中
に
あ

っ
て
も
、
市
民
の
生
活
・
文
化
・
福
祉

の
向
上
、
ひ
い
て
は
、
市
勢
の
一
一
層
の

伸
展
を
凶
る
べ
く
、
全
市
民
の
信
頼
と

協
調
の
も
と
、
議
会
と
行
政
が
一
致
協

力
し
、
新
時
代
に
対
応
す
る
諸
施
策
を

強
力
に
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

存
じ
ま
す
。

大
洲
市
の
限
り
な
い
発
展
の
た
め
、

市
民
の
皆
様
方
の
一
一
層
の
御
支
援
、
御

協
力
を
ひ
た
す
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

今
年
は
巳
年
、
す
な
わ
ち
蛇
年
で

す
。
蛇
は
、
十
二
支
の
な
か
の
唯
一

の
府
虫
類
で
す
が
、
古
く
は
恐
竜
、

現
代
で
は
亀
や
ト
カ
ゲ
、
ワ
こ
な
ど

の
仲
間
で
す
。

新
年
号
の
表
紙
は
、
己
年
に
ち
な

ん
で
蛇
の
置
物
に
し
て
み
ま
し
た
。

こ
の
置
物
は
、
大
洲
学
園
の
生
徒
さ

ん
た
ち
が
製
造
し
て
い
る
も
の
で
、

材
料
は
大
洲
産
の
繭
で
す
。

大
洲
学
園
で
は
、
一
昨
年
の
卯
年

か
ら
干
支
に
ち
な
ん
だ
繭
製
の
置
物

を
手
掛
け
る
よ
う
に
な
り
、
今
年
で

三
作
目
。
製
品
の
売
れ
ゆ
き
も
上
々

の
よ
う
で
す
。

2 -

今
年
は
巴
年



おおず広報昭和64年 1月1日

待つでました/

待望のオーブン

市
民
に
広
く
利
用
さ
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
の
殿
堂
と
し
て
、
ま
た
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
新
し

い
N

核
u

と
し
て
、
建
設
の
進

ん
で
い
た
大
洲
市
総
合
体
育
館

が
完
成
し
、
十
二
月
四
日
、
落

成
式
な
ど
の
記
念
行
事
が
催
さ

れ
ま
し
た
。

同
体
育
館
は
、
大
洲
市
民
の

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
前
つ
く

り
、
体
力
づ
く
り
の
拠
点
と
し

て
、
大
き
な
期
待
を
集
め
て
い

ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
十
一
月
の
着
工
以
来
、

完
成
の
急
が
れ
て
い
た
大
洲
市
総
合
体

育
館
は
、
鉄
骨
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
二
階
建
て
で
、
延
べ
面
積
六
千
平

方
灯
。
総
事
業
費
約
十
一
億
円
を
か
け
、

昭
和
六
十
三
年
十
一
月
三
十
日
に
完
成

し
ま
し
た
。

一
階
に
は
、
床
面
積
千
七
百
三
十
四

平
方
灯
の
大
競
技
場
を
始
め
、
卓
球
や

ダ
ン
ス
な
ど
の
軽
運
動
が
楽
し
め
る
小

体
育
室
、
筋
力
増
強
用
の
様
々
な
器
具

を
備
え
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
幼
児
体

育
室
、
会
議
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
二
階
に
は
、
格
技
室
や
ジ
ョ
ギ
ン

グ
コ
l
ス
な
ど
が
あ
り
、
大
競
技
場
を

見
下
ろ
す
七
百
五
十
席
の
観
覧
席
も
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
競
技
場
に
は
、
ス
テ
ー
ジ
も
備
え

て
あ
り
、
音
響
効
果
の
面
に
も
配
慮
が

な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
文
化
的
な
催
し

h
p
落
成
式
の
も
よ
う

総
合
体
育
館
平
面
図

1 F 

観覧席

ジョギングコス

怠庫

製
覧
席

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ

l
ス

‘
，
新
体
操
模
範
演
技
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昭和63年の出来事-

さ
あ
、
新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
、
様
々
な
思

い
を
胸
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
昨
年
は
ど
ん
な
年
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
あ
っ
と
い
う
閏
の
一
年
間
?
そ
れ
と
も
、
な
ん
と

も
長
い
一
年
間
0
・

大
洲
市
で
は
、
国
営
農
地
開
発
事
業
の
完
工
や
、
冨
士
山
展
望

台
、
大
洲
市
総
合
体
育
館
の
完
成
と
、
話
題
の
多
い
一
年
で
し
た
。

さ
で
、
皆
さ
ん
は
、
ど
ん
な
出
来
事
が
印
象
深
か
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
昭
和
六
十
三
年
の
出
来
事
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

A 1/15寒中水泳

Á8/3~4 
川まつり花火大会

品

企 2/24富士山展望台落成

港;;必品組関「
7 月 6 月 5 月 4 F.I 3 月 2 月 昆

21 17 1 17 14 1 14 9 1 30 1 30 25 10 6 4 24 18 14 15 10 
日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

水 市平 6 新 フ 来斤 フ ーコ 大臥 平 さ¥ 3 消大 冨祇市
天内野 27 月京定か 就かつ 成 龍 里子 く 19 月 F方訓| 士園民 人式 草が 春書
宮 一 運 日 定職い 職い じ 橋の 公 ら日定出市 山ま健
花斉 動 )例者開 者観ま 歩 j度 民 ま)例初コ 展つ康 ゆ き
火 清公 市激き 激光つ 道し 長官 ナコ 市め ¥ 亡三王月三 り て才

寒中 歩こ 初め
大掃園 議励 励宣 り 橋 運 す成各 り

議1ヱLミ 式 ーーユー
ー仁ι1ふ、 フ

XZ5Z、/ー_，ノ 会大 大伝モ 完行 ( 洛 ソ 水 フ メz岳z、
合EF i /¥1ZL 王 会隊デ 工 開 式 ( ア 成 ン 体会
土ル

用 出ル 式始 4 第 イ 式 大 大
美
イヒ 院 2 マブ七てと f十寂日 月 2 推 パヱ与ヱ、 1ヱ〉三』

運 き
。

エ一斗¥; 孟EIZF主/L ノZ 25 。 進

動
7 日 6 大
回 ) 回 1Z〉王、

) 
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昭和64年 1月1日 広 報 お お ず

‘，丸川
I

う
か
い
聞
き

惨
12/叩 W

/4 ' 

総
ぷ2入

口

体
育
館
落
成

4 
1ι 
/10 
市
民
運
動
L>-
JA  

企 10/19国営農地開発事業完工式(記念碑の除幕)

九
八
八
年

辰

年
〈 ιγ ，を
.. '~.， i 諸食以 _.\..A' 雄氏?4 予婦、重一+、 γ 笥'"胤~- ，曽沿砲丸

企 8/30中国西安青少年武術隊友好公演

12 月 11 月 10 月 9 月 8 月

13 10 4 26 17 1 31 19 13 10 20 16 12 3 17 30 25 18 7 6 5 4 3 
日日日 日日日 日日 日日 日 日日日 日 日 日日日日日日日

12健大 大大も 藤国立五市 大¥ 9 近二 市演中い梨イ農媛愛川川
22 月康洲 洲 ?Hlみ 樹祭 農営 郎民 洲 24月田市 議 国も狩カ産 まま
日定づ市 市市じ 駅運 市日定市一 1ヱh三五h 西 たりダ加害つつ
)例く総 駅 合ま り 土也 前動 老)例長町 臣民 安きオ流工 りり

市り合 伝大 同つ 記開 士会 人 市高合
日1Z寺三〉ζ与

青 オ l し場 花花
議市体 追り 今発 士也 ケ 議齢同 少 i プ大落手火火|
会 民 育 会式悼(1 式事 区 フ 会者慰 ( 年プン会成語師 大大
(の館 典業 画 ブ (を霊 用 武ン 式会会
第つ落 30 'フ二Eロ， 整 大 第訪平 2 手f，r
2 ど 成 日 工 E里 121 L 2 問和 。 隊 小肱肱

1 い 式
) 

式 組 。 祈 8 林南 ji
C メ仁〉I、 9 原且 回 好 亜河

星原原回 壬日又JL 回 祭 ) 

公 ¥ー/ ~ ~ 
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昭和64年 1月1日おおず広報

2情財政事の大洲市
昭和63年 4月1日~昭和63年 9月30日

一般会計予算執行状況

156:諮罪問 歳入 歳出

宅司戸E字
年日目蚕
ZUE? 

麿 亘 片
叫一望z
~mO% ij!I1巴Z匂問

問 md空白川m

「つ口己三ア物~

103億9，302万円
35億3，184万円

~予算額
Eコ執行額

予算額
執行額

市長

宣秋

大洲

近田

3i;意8，953万円

H意5，865万円

5{.意4，488万円
2億4，027万円

2i.章4，899万円

l億4，178万円

l億5，000万円

。万円

5{;意3，607!i円
2億 124万円

2{.意1，217万円

9，535万円

大
洲
市
財
政
状
況
の
公
表
等
に
関
す

る
条
例
第
二
条
及
び
地
方
公
営
企
業
法

第
四
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和

六
十
三
年
度
上
半
期
の
財
政
状
況
を
公

表
し
ま
す
。

8i.意 268万円

2i.意2，138万円

13億4，044万円

6{;章2，960万円

17億8，143万円

3億 729万円

16i.意6，008万円

5億8，786万円

8i.意5，427万円

3億4，687万円

5億1，848万円

5億1，848万円

11億8，690万円

。万円

13{.意2，874万円

3億2，230万円

8{)意6，056万円

1億9，691万円

301意

(市税と市民負担の状況)

20{;意10i意。。10{.意20億30i意

市民 税 固定資産税 たはもこ消費税 電気税 その他 £当』

工頁 ロ

部~ 壁多 時
-軽自動車税

呂
-特別土地保有税

計-木材引取税

金 額 7億4，515万円 6億1，002万円 8，319万円 6，886万円 4，421万円 15{意5，143万円

1人当たり 18，676円 15，289円 2，085円 1，726円 1，108円 38，884円

1世帯当たり 57，831円 47，343円 6，456円 5，345円 3，431円 120，406円

構成比 48，0% 39，3% 5.4% 4.4% 2.9% 100% 

5 
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(公開の状証 (一般会計性質別予算執行状況)
(1) 長期 債

区分 借入先 件数

大蔵省 105 

自i;日主L 
郵政省 43 

その他 55 
言十

小計 203 

持
大蔵省 11 

日IJ 郵政省 32 

1Z込" そのイ也 2 
計

小計 45 
l口〉、 長十 248 

(2) 一時借入金

区分

財政調整資金

現 在品

59億1，616万円

20i意5，211万円

27i意7，134万円

107i，意3，961万円

2億4，504万円

5億 971万円

2，720万円

7億8，195万円

115億2，156万円

借入先

政府資金

その他

1世帯当り

459，151円

159，264円

215，082円

833，497円

19，018円

39，558円

2，m円

60，687円

894，184円

金

1人当たり

148，282円

51，434円

69，460円

269，176円

6，142円

12，775円

682円

19，599円

288，775円

額

0円

。円

(市有財産の状)~J
手重 3U 面積な ど 金 客員

宅地 524，065m' 20L意、5，552万円

山 キ本 2，798，711m' 5，226万円

a 士田 99， 298m' 124万円

歳出合計

35億3，184万円

100，0% 

公 債 費
6{意2，921万円

17.8% 

幸住干重土也 12，046m' 137万円

建物 169，004m' 10l{;意3，8257J円 (事業会計の状況)
立 木 58，089ロf

財政調整基金

国民健康保険財政調整基金
土地開発基金

その 他 特 定 目 的 基金

出 資

メ仁L3 

特別会計の

状 況

予算現額

収入済額
支出済額

差 ヲi

交通傷害保障

一，~
¥と丘ムビJ

784万円

794万円

729万円

65万円

金

言十

3億 7，180万円

1H意3，384万円

2i意3，240万円

2f:!U ，582万円

3，332万円

7，152万円

16i意8，6907J円

国民健康保険

習を
24億5，194万円

8億3，511万円

9{意6，527万円

ム 1億3，016万旦ノ

土地取得造成

協
312万円

23万円

0万円
23万円

話~三
工業用水道

道

国民宿舎

病 院

国保診療所

間
3，255万円

933万円
1，264万円

ど" 331万円ノ

住宅新築資金
等貸付事業

連構¥
H意9，105万円

1，710万円

7，435万円
どと込 5，725万円

- 7 

総収 益 総費用 当期純利益

374万円 215万円 159万円

1億7，418万円 H意1，728万円 5，690万円

4，742万円 4，308万円 434万円

7{，意2，507万円 6億5，868万円 6，639万円

老人保健

24億 4，439万円

9億2，360万円

9億6，629万円

ム 4，269万円

簡易水道

rf:m 
4，583万円

2，046万円

1，454万円

592万円

公共下水道事業

1，242万円

。万円

。万円

。万円

農業集落排水
事 業

毎》奇
H意9，047万円

0万円

634万円
、どL 634万 円 ノ
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昭
和
六
十
四
年
度
の
保
育
所
入
所
申

し
込
み
を
、
次
の
よ
う
に
受
け
付
け
し

ま
す
。

受
付
期
間

一
月
五
日

1一
月
二
十
五
日

各
保
育
所
ま
た
は
大
洲
市

福
祉
事
務
所

保
育
所
入
所
の
条
件

次
の
よ
う
な
理
由
で
、
保
護
者
ま
た

は
同
居
の
親
族
な
ど
が
保
育
で
き
な
い

場
合
で
す
。

V
昼
間
、
働
い
て
い
る
場
合
(
会
社
員
、

パ
l
ト
、
内
職
、
農
業
、
自
営
業
な
ど
)

V
産
前
、
産
後
三
ヵ
月
以
内
で
あ
る
場

合V
疾
病
・
負
傷
ま
た
は
心
身
に
障
害
が

あ
る
場
合

V
病
人
の
看
護
を
し
て
い
る
場
合

V
天
災
に
よ
っ
て
住
居
が
な
く
な
る
な

ど
の
場
ム
口

受
付
場
所

おおず広報

保育所名 |定員 l所 在

大洲保育所 1 90 1大洲709-1 124一2919

喜多保育所 1 90 1中村462-2 1 24-2749 

菅田保育所 1110 1菅田町菅田甲1806-21 25-5163 

新谷保育所 1120 1新谷町甲259-1 1 25-0600 

柳沢保育所 1 45 1柳沢甲610-1 1 25-5720 

粟津保育所 1 90 1八多喜町甲1253 1 26-0220 

三善保育所 1 53 1春賀甲1182 1 26-0162 

南久米保育所 1 60 1北只411 1 24-3754 

上須戒保育所 1 30 1上須戒甲1511 1 26-1128 

大成保育所 1 35 1森山甲708-2 1 27-0706 

肱南保育所 1 60 1柚木340-21 1 24-3104 

肱北保育所 1 90 1東大洲85-1 124-3188 

徳森保育所 1120 1徳森2632-32 1 25-4020 

大洲乳児保育所 1 60 1田口字白方甲2530-11 24-4418 

五郎保育園 1 601五郎甲45 123-4478 

申
し
込
み
方
法

入
所
申
請
書
に
次
の
よ
う
な
書
類
を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
(
入
所
申

請
書
は
、
各
保
育
所
、
福
祉
事
務
所
に

あ
り
ま
す
)
。

V
給
与
所
得
者
は
、
昭
和
六
十
三
年
分

源
泉
徴
収
票
(
世
帯
全
員
)

V
パ
l
ト
、
内
職
な
ど
を
し
て
い
る
人

は
、
勤
務
(
内
職
)
証
明
書

V
農
業
、
自
営
業
の
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ

農
業
従
事
証
明
書
、
自
営
業
従
事
証
明

書-v
疾
病
や
負
傷
の
場
合
は
、
診
断
書

。
昭
和
六
十
三
年
一
月
二
日
以
降
に
大

洲
市
へ
転
入
し
た
人
は
、
昭
和
六
十
三

年
度
市
区
町
村
民
税
額
(
所
得
割
と
均

電話番号

表

地

覧保育所

等
割
と
の
区
別
が
つ
く
も
の
)
と
固
定

資
産
税
額
の
課
税
証
明
書
(
課
税
さ
れ

て
い
な
い
人
も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
)

入
所
の
決
定

面
接
を
し
て
、
実
態
調
査
の
う
え
決

定
し
ま
す
。
入
所
決
定
通
知
書
は
、
三

月
中
に
各
家
庭
へ
送
り
ま
す
。

保
育
料

大
洲
市
の
定
め
る
徴
収
金
基
準
額
を

保
育
料
と
し
て
徴
収
し
ま
す
。
各
家
庭

の
所
得
税
、
市
民
税
、
固
定
資
産
税
の

課
税
状
況
や
児
童
の
年
齢
に
応
じ
て
保

育
料
は
遠
つ
で
き
ま
す
。

そ
の
他

※
両
親
が
共
に
家
庭
外
労
働
で
、
ほ
か

に
保
育
す
る
人
が
い
な
い
場
合
は
、
午

後
五
時
半
ま
で
保
育
し
ま
す
。

※
証
明
書
の
用
紙
は
、
各
保
育
所
、
福

祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
大
洲
市
福
祉
事
務
所
へ

宮

@
2
1
1
1
内
線
2
7
1

償却資産の申告

は
1月20日

までに

〈市・税務課〉

次
の
よ
う
な
償
却
資
産
を
所
有
さ
れ

て
い
る
方
は
、
一
月
二
十
日
ま
で
に
、

税
務
課
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

。
償
却
資
産
と
は

O

土
地
お
よ
び
家
屋
以
外
の
事
業
用
資

産
を
い
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
構
築

物
、
機
械
・
装
置
、
船
舶
、
車
両
・
運

搬
具
、
工
具
・
備
品
な
ど
で
す
。
こ
れ

ら
の
資
産
で
、
そ
の
減
価
償
却
額
(
費
)

が
、
法
人
税
法
ま
た
は
所
得
税
法
の
所

幼
稚
園
児
の
募
集

昭
和
六
十
四
年
度
の
幼
稚
園
児
を
次

の
よ
う
に
募
集
し
ま
す
。

〈
〉
入
国
資
格
。

①
市
内
に
居
住
す
る
者

②
満
五
歳
児
(
昭
和
五
十
八
年
四
月
二

日
1
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
の
聞
に

生
ま
れ
た
児
叢
)
、
た
だ
し
、
久
米
・
平

野
の
両
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
満
四
歳

児
(
昭
和
五
十
九
年
四
月
二
日

1
昭
和

六
十
年
四
月
一
日
の
聞
に
生
ま
れ
た
児

童
)
も
受
け
入
れ
ま
す
。

得
計
算
上
、
損
金
ま
た
は
必
要
経
費
に

算
入
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

。
申
告
の
必
要
が
な
い
も
の

O

O
耐
用
年
数
が
一
年
未
満
の
も
の

O
取
得
価
格
が
十
万
円
未
満
の
も
の

(
た
だ
し
、
少
額
多
量
資
産
は
除
く
)

O
鉱
業
権
、
特
許
権
、
営
業
権
、
商
業

権
な
ど
の
無
形
減
価
償
却
資
産

O
自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の
課

税
対
象
と
な
る
車
両
な
ど

。
申
告
の
方
法
。

対
象
と
な
る
資
産
を
昭
和
六
十
四
年

一
月
一
日
現
在
所
有
さ
れ
て
い
る
個
人

ま
た
は
法
人
は
、
償
却
資
産
申
告
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
税
務
課
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

。
提
出
期
限
。

一
月
二
十
日

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
固
定
資
産
税
係

ま
で
宮
⑫
2
1
1
1
内
線
2
4
5

8 

。
入
国
手
続
。

入
国
願
書
を
一
月
二
十
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
の
聞
に
、
各
幼
稚
園
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
入
園
願
書
の
請
求
な
ど
詳
し

く
は
、
各
幼
稚
園
ま
で
o

v大
洲
幼
稚
園
(
定
員
八
十
人
)

宮

(
ω
3
5
6
5

V
喜
多
幼
稚
園
(
定
員
百
六
十
人
)

E
@
2
2
6
6
 

V
久
米
幼
稚
園
(
定
員
八
十
人
)

宮
⑫
2
7
9
6

V
平
野
幼
稚
園
(
定
員
八
十
人
)

宮

(
ω
2
8
8
9



おおず

日〈土)

広報

月21
挙

、aa
1基大洲市長

大洲市議会議員
補欠選挙責任ある選挙で

真実の人を選ぼう

昭
和
六
十
四
年
二
月
十
二
日
任
期
満

了
に
伴
う
大
洲
市
長
選
挙
及
び
、
欠
員

に
よ
る
大
洲
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の

投
票
を
、
一
月
二
十
一
日
、
午
前
七
時

か
ら
午
後
六
時
ま
で
、
市
内
二
十
六
投

票
所
で
行
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
身
近
な
政
治
を
任
せ
る

大
切
な
選
挙
で
す
。
き
れ
い
な
選
挙
で

立
派
な
人
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

選
挙
権
を
有
す
る
た
め
に
は
、
次
の

= 

= 
= 

= 

主

= 

ニ

= 

= 
三

三

= 

三

我
が
家
の
伝
統
行
事

作
品
コ
ン
ク
ー
ル

愛
媛
県
で
は
次
の
要
領
で
作
品
を
募

集
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

O
対
象
行
事
。

正
月
準
備
行
事
・
正
月
行
事

節
分
・
人
の
一
生
に
関
す
る
行
事

。
受
付
期
問
。

本
年
二
月
一
日

1
二
月
二
十
八
日

(
入
賞
者
の
発
表
は
三
月
上
旬
)

O
応
募
方
法
。

作
品
の
題
名
、
モ
デ
ル
と
な
っ
た
家

庭
、
行
事
内
容
の
説
明
を
二
百
字
程

度
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

昭和64年 1月1日

-
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
部
門

.

組

写

部

門
真

職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
し
た
も
の

を
添
え
、
左
記
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。
な
お
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
は
、
一

本
当
り
二
行
事
ま
で
で
、
一
行
事
十

五
分
以
内
。
組
写
真
は
、
カ
ラ
l
写

真

(
G
判
)
三
枚
を
一
組
と
し
ま
す

0

0
送
り
先
・
問
い
合
わ
せ
先
。

干
別
松
山
市
一
一
番
町
四
丁
目
四
の
二

県
民
福
祉
部
婦
人
福
祉
課
内
「
我
が

家
の
伝
統
行
事
募
集
係
L
E
0
8
9

9
⑪
5
9
0
9
 

一T
市
大
洲
市
田
口
八
幡
浜
地
方
局

大
洲
出
張
所
福
祉
課
宮
⑫
5
1
8
1

が〉小松

要
件
が
必
要
で
す
。

①
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と
。

②
満
二
十
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。
川

③
引
き
続
き
二
一
ヵ
月
以
上
大
洲
市
川

に

住

所

が

あ

る

こ

と

。

川

「

偏

見

を

な

く

す

る

た

め

に

L

川

し
か
し
、
投
票
す
る
た
め
に
は
、
選
山
私
達
は
日
頃
も
の
を
見
た
り
考
え
た

挙
管
理
委
員
会
が
作
成
す
る
選
挙
人
名
川
り
す
る
時
、
頭
か
ら
こ
う
だ
と
決
め
て

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
川
か
か
っ
て
誤
っ
た
も
の
の
見
方
を
し
て

せ

ん

。

一

い

る

場

合

が

よ

く

あ

り

ま

す

。

こ

れ

が

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
方
は
、
川
「
偏
見
」
な
の
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て

次

の

と

お

り

で

す

。

川

「

差

別

」

と

は

故

意

に

人

権

を

無

視

し

年
齢
要
件
昭
和
四
十
四
年
一
月
二
十
川
た
り
侵
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

一
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
山
の
人
を
社
会
的
に
疎
外
す
る
こ
と
な
の

住
所
要
件
昭
和
六
十
三
年
十
月
十
三
川
で
す
。
こ
の
両
者
は
差
別
が
偏
見
を
生

日
以
前
か
ら
住
民
基
本
台
川
み
、
偏
見
が
差
別
を
支
え
る
と
い
っ
た

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
入
山
関
係
を
も
っ
て
い
る
の
で
す
。

ー
大
洲
市
選
挙
管
理
委
員
会
|
山
部
落
差
別
も
偏
見
に
よ
っ
て
支
え
ら

宮
@
2
1
1
1
内
線
2
3
0

山
れ
そ
の
偏
見
も
地
域
の
実
態
や
誤
っ
た

一
一
一
三
一
一
川
言
い
伝
え
、
経
験
な
ど
に
よ
っ
て
形
成

文

化

討

を

山

さ

れ

た

も

の

で

す

。

従

っ

て

実

態

や

間

十

γ
t
i

主

川

違

っ

た

意

識

を

改

め

る

こ

と

で

、

対

象

火
災
か
ら
守
ろ
う

ガ

タ

ミ

川

地

域

に

対

す

る

偏

見

は

取

り

除

く

こ

と

一
月
二
十
六
日
は
、
「
文
化
財
防
火
山
が
で
き
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
人
間

デ
l
」

で

す

。

川

と

し

で

あ

り

が

ち

な

偏

見

が

あ

る

限

り

大
洲
は
城
下
町
と
し
て
古
く
か
ら
栄
山
部
落
差
別
は
な
く
な
ら
な
い
か
の
よ
う

え
、
戦
災
に
も
あ
わ
な
か
っ
た
た
め
、
川
な
考
え
は
大
き
な
間
違
い
で
す
。

文
化
財
と
し
て
指
定
を
受
け
て
い
る
建
川
ま
た
「
偏
見
し
は
一
人
ひ
と
り
の
間

造
物
が
、
数
多
く
現
存
し
て
い
ま
す
。
山
題
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
偏
見
の
も

文
化
財
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
か
け
川
と
に
な
る
実
態
面
を
無
く
し
て
も
、
人

が
え
の
な
い
財
産
で
あ
り
、
私
た
ち
に
川
に
よ
っ
て
偏
見
の
強
弱
は
残
る
と
い
わ

は
、
こ
れ
ら
の
財
産
ル
乞
後
世
に
伝
え
残
…
れ
ま
す
。
そ
れ
は
人
を
見
下
し
た
り
撮

し
て
い
く
義
務
が
あ
り
ま
す
。
市
民
一
山
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
自
己
の
優
位
性

人
ひ
と
り
が
、

H

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
山
を
保
と
う
と
す
る
個
人
の
弱
さ
が
偏
見

る
4

と
い
う
心
構
え
を
大
切
に
し
て
く
川
を
支
え
て
い
る
の
で
す
。
対
象
地
域
に

だ

さ

い

。

川

対

す

る

偏

見

も

古

い

間

違

っ

た

考

え

に

No.121 

「
人
権
と
同
和
教
育
L

こ
だ
わ
っ
て
も
の
ご
と
を
見
ょ
う
と
す

る
人
間
的
な
弱
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
克
服
の
た
め
に
は
近
代
的
な

精
神
に
生
き
る
自
己
の
確
立
を
図
る
こ

と
が
大
切
な
こ
と
で
す
。
こ
の
自
己
の

確
立
も
間
違
い
を
正
し
人
権
を
尊
重
し

よ
う
と
す
る
土
壌
が
育
つ
中
で
、
よ
り

確
か
な
も
の
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
故

に
対
象
地
域
に
対
す
る
偏
見
も
、
み
ん

な
で
正
し
て
い
こ
う
と
す
る
啓
蒙
啓
発

の
中
で
無
く
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

と
信
じ
ま
す
。

実
態
的
な
部
落
差
別
の
解
消
(
格
差

是
正
)
に
あ
る
程
度
の
成
果
が
見
ら
れ
る

今
日
、
(
同
対
法
施
行
以
来
十
九
年
間
の

事
業
の
結
果
)
対
象
地
域
に
対
す
る
残

さ
れ
た
偏
見
を
な
く
す
る
こ
と
は
、
本

問
題
解
決
の
た
め
に
重
要
な
課
題
で
あ

る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
c

こ
れ
ら
の
事
を
含
め
て
、
近
代
的
な
自

己
の
確
立
、
近
代
的
な
社
会
規
範
の
確

立
を
目
ざ
し
て
啓
発
活
動
を
推
進
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
対
象
地
域
は
封
建
社
会
の

中
で
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
過
去
の
封
建
社

会
の
中
で
の
部
落
形
成
の
史
実
に
メ
ス

を
入
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
以
下
次
回
)

9ー
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伊
予
の
人
に
は
な
れ
な
い
け
れ
ど

松

本

美
智
子
さ
ん
(
柚
木
)

訪奥

さ

問

おおず広報

V
出
身
は
茨
城
県
常
陸
太
田
市
で
す
o

v水
戸
黄
門
こ
と
水
戸
光
図
の
隠
居
先

H

西
山
荘
山
で
有
名
で
す
。
西
山
荘
の

あ
た
り
も
、
普
は
の
ど
か
な
田
園
地
帯

だ
っ
た
ん
で
す
が
、

H

水
戸
黄
門
ω

の

テ
レ
ピ
放
送
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
、
観

光
客
が
激
増
し
、
す
っ
か
り
雰
囲
気
が

変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

V
主
人
の
姉
と
私
の
兄
と
が
結
婚
し
た

の
が
縁
で
、
主
人
の
も
と
へ
稼
ぐ
こ
と

新
刊
図
書
案
内

愛
媛
の
政
治
家
高
須
賀
康
生
著

四
国
古
寺
を
往
く
一
品
永
航
平
著

時

代

考

証

事

典

稲

垣

史

生

著

国

立

公

園

の

旅

講

談

社

イ
ン
サ
イ
ド
ジ
ャ
パ
ン
タ
ス
カ

l
著

こ
の
子
ら
は
世
の
光
な
り伊

藤
隆
二
著

仏
教
民
族
辞
典
新
人
物
往
来
社

生
と
死
の
境
界
線
松
岡
正
剛
著

探

訪

日

本

の

庭

小

学

館

カ
ヌ

l
イ

ン

グ

吉

原

宣

克

著

国
宝
へ
の
旅
日

-
H
N
H
K
取
材
班

茶

花

堀

内

宗

完

著

英
会
話
文
例
辞
典
ト
ミ
l
植
松
著

語

源

大

辞

典

堀

井

令

以

知

編

女
人
源
氏
物
語
付
瀬
戸
内
寂
聴
著

私
の
人
間
学
上
・
下
池
田
大
作
著

武

者

小

路

賓

篤

全

集

小

学

館

ノ
ン
ち
ゃ
ん
の
夢
佐
藤
繁
子
著

青
春
と
い
う
名
の
詩
宇
野
収
他
著

白

色

の

残

像

坂

本

光

一

一

者

う
た
か
た
・
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ

吉
本
ば
な
な
著

本
日
は
泥
棒
日
和
赤
川
次
郎
著

グ
ル
メ
列
車
殺
人
山
村
美
紗
著

刺

客

の

花

道

森

村

誠

一

著

料

理

小

説

集

村

上

龍

著

娘
か
ら
の
宿
題
長
尾
ク
ニ
子
著

大
平
洋
海
戦
了
ニ
ム
一
一
佐
藤
和
正
著

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
熊
ア
l
キ
ン
著

蒼
ざ
め
た
王
た
ち
パ

i
カ
!
著

図

書

館

10 



おおず

えひめ人形劇
フヱスティ J'¥}レ

広報

子どもたちも大喜び11.15 

紅
燃
え
る
も
み
じ
の
宴

昭和64年 1月1日

地
域
や
職
場
で
人
形
劇
を
実
践
し
て

い
る
仲
間
ど
う
し
が
、
研
究
上
演
、
交

流
を
は
か
り
、
健
康
で
明
る
い
人
形
劇

同
の
創
造
と
普
及
に
つ
と
め
よ
う
と
、
十

一
月
十
九
、
二
十
日
の
二
日
間
、
愛
媛

人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
二
十
日
、
会
場
と
な
っ
た
肱

北
公
民
館
に
は
、
午
前
、
午
後
の
二
部

に
渡
り
、
約
四
百
人
の
親
子
連
れ
が
つ

め
か
け
ま
し
た
。
五
団
体
が
演
じ
る
人

形
劇
に
子
供
た
ち
も
大
喜
び
で
し
た
。

11.1 ? 

しめやかに合 同追悼式

大
洲
の
秋
を
彩
る
稲
荷
山
(
新
谷
)

の
紅
葉
を
め
で
な
が
ら
、
楽
し
い
一

時
を
過
ご
す

H

も
み
じ
ま
つ
り
観
葉

会
U

が
、
十
一
月
十
五
日
、
新
谷
商

工
会
の
主
催
で
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
観
光
協
会
の
関
係
者
ら
約
八

十
人
が
出
席
。
紅
に
染
ま
る
約
五
千

本
の
樹
木
に
固
ま
れ
、
観
葉
の
宴
を

楽
し
み
ま
し
た
。

，-， 
メ

咽7

立主
ズ

町
子f>/

中

学

校

弁

論

大

会

11月25日、平野中学校で市内中学校

弁論大会が開催されました。大会には、

市内の各中学校を代表して16人の弁士

が参加。それぞれの実生活で感じた様

々な思いを 6分間の発表に凝縮し、熱

弁をふるいました。

11月17日、大洲市民会館大ホールで、

大洲市戦没者・消防および公務殉職者の

合同追悼式が開催されました。当日は、

遺族や関係者ら約 700人が参加。全員で

一分間の黙とうを捧げた後、献花を行い、

戦没者など 1，205人のめい福を祈りまし

た。

4期

5期

今月の納税

市県民税

国民健康
保険税

11月末までの

大洲市内の交通事故

11月末現在 昨年同期

件 数 Z Z 7 Z Z 0 

負傷者 Z 8 4 Z 7 9 

死 者 3 4 
納期は1月31日です

一 11
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保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

乳

幼

児

健
康
診
断

いい 、 持実受※ 1 1 1 1 1 
。ま初尚 早#施付は月月月月月実
すめ十 -r:s; 参場時肱 3124 17 12 10 
。て 品所間南口日口 H 日施

主f 好・，..--......""--""...----..._ ...---......---... 
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にた 健市 1地昭昭昭昭昭
参入/ー~ 康保 13区和和和和和該
力fIをムィノ-1， 子健時の 6063 63 62 63 
し対(互ヘサ 帳セ 30み年年年年年当
て象¥与£久ぷ ン分 12 2 5 6 8 
くに (R.， .'J タ 月月月月月者
だし ト~、 l 生生生生生
さで 、ζー乙ノー ※※  ※ 

広報

10B寺~15日寺

告
⑮
3
ワ
ワ
5

実

施

日

内

容

1
月
日
日
(
金
)
妊
娠
中
の
保
健

1
月
幻
口
(
金
)
妊
娠
中
の
栄
養

2
月
日
日
(
金
)
お
産
の
準
備

2
月
白
日
(
金
)
泳
浴

3
片
山

H
(金
)
産
後
の
保
健

時

間

日

時

1
日
時
初
分
(
1
月
幻

日
は
9
時
1
日
時
加
分
)

5
0
0
円

大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

受
講
料

場

所

健

康

本目

談

1
月
2
H

(
月
)

1
月
3
日

(
火
)

1 
(月
日 8
~日

1
月
日
日

(
日
)

1
月
日
日

(
月
)

1
月
包
日

(
日
)

大
野
内
科
(
片
原
町
)

宮
⑪
6
8
0
0

市
立
大
洲
病
院
(
鉄
砲
町
)

宮
⑪
2
1
5
1

村
上
外
科
(
片
原
町
)

宮
⑪
2
2
6
2

市
立
大
洲
病
院

宮
⑫
2
1
5
1

岡
本
耳
鼻
科
(
本
町
)

宮
⑪
3
7
5
2

大
洲
中
央
病
院

宮
⑪
4
5
5
1

石
田
産
婦
人
科
(
志
保
町
)

宮

(
ω
2
3
4
7

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

清
水
内
科
(
志
保
町
)

E
@
2
0
1
7
 

市
立
大
洲
病
院

宮
⑪
2
1
5
1

祖
母
井
外
科
(
中
村
)

宮
⑪
3
7
5
6

大
洲
中
央
病
院

1
月
m
H

(
H
)
 

E
@
4
5
5
1
 

石
村
整
形
外
科
(
若
宮
)

宮

(
ω
5
7
6
7

大
洲
中
央
病
院

宮
⑪
4
5
5
1

日
時

1
月
日
日
と
1
月
お
日

ヨ
主
寸
ゆ

1
J
1
2土
寸
、

3
土
寸

1
5上
寸

4
!

円
口
合
し
，
ぇ
J

1

i

ロ

μ

1

i

n

n

-

i

門口

場
所
市
役
所
一
階
会
議
室

1
月
1
日

(
日
)

藤
本
外
科
(
中
町
)

E
⑪
2
3
1
0
 

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

宮

(
ω
4
5
5
1

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
保
血
車
が
巡
凶
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

1
月
5
日
(
木
)

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院

9
時
却
分

1
ロ
時

市
役
所
・
消
防
署
日
時
i
M
時

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

内

容

1
月
四
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

1
月
お
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮

(
ω
3
1
6
5

相談こと案内
いずれも無料です。

利用ください。

砂交通事故相談

とき 1月 9日

1月23日

ところ 市 役 所 別館 3階会議室

砂人権相談

と き 1月20t:l 13日寺一16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂法律相談

と き 1月 5日 13日寺~16日寺

とごろ 社会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

とき 1月 5日、 10t:l、 25t:l 

13日寺一16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執 務 時 間 中

ところ 大洲市福祉 事 務 所

砂行政相談

と き 1月28日 9 日寺~12日寺

ところ 市 役所 1階会議室

急ベマ日寺は宮⑫3794 (玉木) まで

惨社会保険相談

とき 1 月 23 日 10時~16時

ところ 大洲商工会議所

担当 松山西社会保険事務所

砂医師・栄養士による健康相談

と き 1月26日 13時~15日寺

ところ 大洲市保健センター

対象 40歳 以 上の人

惨何でも相談

と き 毎日の執 務 時 間 中

ところ 大汁i'I隣保館E⑫ 6100

大 洲 福 祉会館宮⑫0947

砂不動産無料相談

と き 1月15日 9 日寺~16日寺

ところ 宅 建 協 会大洲支部

フヂエ夕、、花庖 2階 、 常 磐 町 4

おおず

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の
(
敬
称
略

金

一

封

阿

蔵

押

川

金
一
封
(
寄
付
金
)

中

村

二

宮

喜

美

子

金
一
封
(
お
か
げ
様
運
動
寄
付
金
)

西
山
根
大
禅
寺
花
園
会

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
大
洲
清
和
国
へ
)

徳

森

二

宮

公

子

阿

蔵

池

出

誠

子

金
一
封
(
新
谷
地
医
社
協
へ
)

若

宮

撫

養

つ

一

枝

金
一
封
(
肱
北
地
区
社
協
へ
)

中

村

水

沼

チ

エ

コ

金
一
封
(
久
米
地
区
社
協
へ
)

阿

蔵

小

山

定

幸

金
一
封
(
新
谷
地
区
社
協
と
上
新
谷

不
老
尚
寿
会
へ
)
新
谷
矢
野
新

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

柳

沢

大

川

保

範

(
物
口
聞
の

μ
座
)

寝
ま
き
今
一
十
六
枚
及
び
年
末
慰
問

(
家
庭
奉
仕
員
の
訪
問
世
帯
へ
)

大
洲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

12 -

貞
義
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